
従業員数

代表取締役様・財務担当者様

無 料
日　時 参加費用

吉岡マネジメントグループ 特別セミナー ZOOM
オンラインLIVE配信セミナー（質疑応答対応）

参加をご希望の方には、別途参加IDとパス
ワードを事前に通知・送付いたします。
※下欄のe-mailアドレスを必ずご記入くだ
さい。

□□□-□□□□
貴 社 名 業 種

ご 住 所

ご出席者

FAXTEL

役 職 e-mail
※必須

「吉岡マネジメントグループ 特別セミナー」申込書

セミナーページ（QRコード）の専用フォームから送信いただくか、下記「申込書」にご記入の上、FAXにてお送り
ください。申込受付後、e-mailにて受講URLほかご案内を送付致します。　　　※e-mail欄は必ずご記入ください。

1/23(金)
15:00～16:30

2026.

ご案内が不要な場合は、お手数ですが上記の記入欄にFAX番号と企業名をご記入の上、FAX送信くださいますよう
お願い致します。

お問い
合わせ

札幌市中央区北6条西24丁目1-30　
YMビル
TEL : 011-644-8988　 　担当 : 佐藤 大祐税理士法人 日本会計グループ／株式会社 吉岡経営センター

FAX：011-643-5491

＜講師プロフィール＞
10数社の非常勤取締役や監査役、顧問も務める。
1957年大阪府堺市生まれ。京都大学法学部を卒業し、東京銀行に入行。84年から2年間米国
ダートマス大学経営大学院に留学し、MBA取得。
帰国後、同行で経営戦略情報システムやM&Aに携わったのち、岡本アソシエイツ取締役に転
じ、国際コンサルティングにあたる。その間の93年初夏には、カンボジアPKOに国際選挙監視員
として参加。
94年5月からは日本福祉サービス(現セントケア・ホールディング)企画部長として在宅介護の問
題に取り組む。96年に小宮コンサルタンツを設立し、現在に至る。
2014年より、名古屋大学客員教授。

＜著書＞
『プロがやっている　これだけ！会計＆会社分析』『小宮一慶の実践！マーケティング』『小宮一慶の「日経新
聞」深読み講座2020年版』『日経ビジネス人文庫　「一流」の仕事』（以上、日本経済新聞出版）『日経新聞の
数字がわかる本』（日経BP）『「1秒！」で財務諸表を読む方法』（東洋経済新報社）『どんな時代もサバイバル
する会社の「社長力」養成講座』（ディスカヴァー携書）『あたりまえのことをバカになってちゃんとやる』（サ
ンマーク出版）など多数。他、100冊以上がある。
（単著、全161冊、累計発行部数400万部）
＜連載・執筆＞
日経ビジネスオンライン 「小宮一慶が読み解く経済の数字・企業の数字」 
プレジデントオンライン 「小宮一慶のメディア・ウオッチ」 
ダイヤモンドオンライン 「小宮一慶の週末経営塾」
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新政権の経済政策
● 財政再建と成長投資の両立は可能か
● インフレ下の政府対応の評価

● 「トランプ関税」再強化のインパクト
● アメリカの金利政策と景気動向
● 中国の景気低迷と構造問題

● ブロック経済化とサプライチェーン再編
● エネルギー・資源価格の不確実性

● 日銀の金利政策の行方
● 円安・為替動向の見通し

国際情勢の大きな変化

4 日本の金融は正常化するか

● 人口減少と人手不足の構造問題
● 技術革新・AIの進展と産業構造の変化
● 環境・社会問題への対応（ESG）

5 長期的課題

アメリカ経済と中国経済

小宮 一慶 
株式会社小宮コンサルタンツ
【講師】

先生
代表取締役会長ＣＥＯ　
経営コンサルタント

物価高に「トランプ関税」～先の読めない
日本経済と世界経済の展望を
経営コンサルタントの小宮一慶氏が徹底解説！
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長引く物価高に、有効な対策がなかなか打てない日本。財政はひっ迫
し、金利の引き上げにも依然として慎重な判断が求められています。
一方の世界経済。「トランプ関税」の震源地であるアメリカと、低迷を
続ける中国はどのように動くのでしょうか？ そして、新政権は両国とど
う向き合い、どのような政策を採るべきなのでしょうか？
混沌とする国際情勢の中で、日本、そして世界経済が成長を続けるため
の処方箋はあるのか。

経営コンサルタントとして20年以上のキャリアを
誇る小宮一慶先生に徹底解説していただきます。

※プログラムは変更となる場合があります。

どうなる、2026年の日本経済と世界経済
先行き不透明な国際情勢で


